
一
　
特
集
・
外
国
人
に
開
か
れ
た
都
市
を
目
指
し
て
①
外
国
人
と
の
共
生
を
目
指
し
て

④
－
「
か
ら
だ
」
の
問
題
－
病
気
・
社
会
保
障

　
来
日
し
て
か
ら
仕
事
以
外
で
病
気
や
け
が
の
経
験

「
一
間
」
は
二
三
・
八
％
で
あ
る
。
ま
た
家
賃
が
五

万
円
未
満
は
四
一
・
三
％
で
あ
る
（
図
ｌ
８
）
。

　
ま
た
、
困
っ
て
い
る
こ
と
と
し
て
「
狭
い
」
二
七
・

二
％
、
「
家
賃
が
高
い
」
二
二
・
七
％
、
「
古
い
」
二

一
・
二
％
、
「
風
呂
が
な
い
」
　
一
三
・
七
％
、
「
鼠
や

ゴ
キ
ブ
リ
等
が
多
い
」
「
交
通
が
不
便
」
九
・
九
％
、

「
ト
イ
レ
が
共
同
」
九
・
三
％
「
風
通
し
が
悪
い
」

八
・
四
％
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
外
国
人
で
あ
る

た
め
に
「
保
証
人
が
み
つ
か
ら
な
い
」
「
貸
し
て
も

ら
え
な
い
」
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

　
以
上
か
ら
、
狭
く
低
家
賃
の
部
屋
に
三
～
四
人
の

家
族
で
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
、
住
宅
事
情
・
環
境
の

悪
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

表－５　医療機関にかかった時に困った点(複数回答、162人＝100%)

図―７　住居の種類

図―８　１ヵ月の家賃

表－６　本人・配偶者が妊娠・出産した時、不安なことや困ったこと(複数回答、72人＝100％)
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の
あ
る
人
は
百
三
十
六
人
い
る
が
、
そ
の
う
ち
医
療

機
関
を
利
用
し
た
の
は
百
十
七
人
八
六
・
〇
％
、
利

用
し
な
か
っ
た
の
は
十
九
人
一
四
・
〇
％
で
あ
る
。

　
利
用
し
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
「
症
状
が
軽
く
売

薬
で
す
ん
だ
」
十
人
以
外
に
「
治
療
費
が
高
い
」
九

人
、
「
入
国
管
理
局
へ
通
報
さ
れ
る
と
困
る
」
　
八
人
、

「
ど
こ
の
医
療
機
関
へ
行
け
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な

か
っ
た
」
三
人
が
あ
る
。
実
際
「
病
院
で
こ
と
わ
ら

れ
た
」
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
病
気
に
罹
っ
て
も
、
自

国
の
民
間
療
法
や
売
薬
で
す
ま
せ
よ
う
と
し
て
、
症

状
の
深
刻
化
を
招
く
こ
と
は
予
測
で
き
る
。

　
利
用
し
た
際
に
困
っ
た
こ
と
と
し
て
は
、
「
言
葉

が
わ
か
ら
ず
う
ま
く
症
状
な
ど
を
伝
え
ら
れ
な
か
っ

た
」
三
四
・
〇
％
、
「
医
師
・
看
護
婦
の
説
明
が
わ

か
ら
な
か
っ
た
」
二
四
・
七
％
、
「
治
療
費
が
高
い
」

二
一
・
六
％
が
あ
る
（
表
－
５
）
。

　
治
療
費
の
問
題
に
関
連
し
て
健
康
保
険
へ
の
加
入

状
況
を
み
る
と
、
「
加
入
し
て
い
る
」
の
は
五
一
・

三
％
、
「
加
入
し
て
い
な
い
」
の
は
三
一
・
〇
％
で

あ
る
。
ま
た
「
加
入
し
て
い
な
い
」
人
の
う
ち
五
一
・

〇
％
は
加
入
を
希
望
し
、
一
三
・
五
％
は
保
険
そ
の

も
の
を
知
ら
な
か
っ
た
。
保
険
の
加
入
資
格
や
生
活

保
護
に
よ
る
医
療
扶
助
の
要
件
等
、
制
度
の
適
用
に

は
運
用
方
針
が
定
め
ら
れ
、
関
係
者
か
ら
改
善
の
要

望
が
出
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
回
答
の
状
況

を
み
る
と
、
日
本
に
お
け
る
医
療
制
度
そ
の
も
の
が

外
国
人
か
ら
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ

か
る
。

⑤
－
「
こ
ど
も
」
の
問
題

　
回
答
者
の
う
ち
百
四
十
一
人
四
二
・
一
％
が
日
本

で
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
。
現
在
、
母
国
に
子
ど
も

を
お
い
て
い
る
親
を
含
め
る
と
二
百
五
人
が
子
ど
も

を
持
つ
が
、
そ
の
う
ち
日
本
で
の
妊
娠
・
出
産
経
験

者
は
七
十
二
人
で
あ
る
。

　
妊
娠
・
出
産
時
の
不
安
や
困
っ
た
こ
と
と
し
て
は
、

「
病
院
で
言
葉
が
通
じ
な
い
」
三
四
・
七
％
、
「
出
産

や
子
育
て
の
考
え
方
が
配
偶
者
や
そ
の
家
族
と
違
う
」

二
三
・
六
％
等
、
言
葉
や
文
化
・
生
活
習
慣
の
違
い

に
よ
る
も
の
が
六
五
・
二
％
を
占
め
る
。
ま
た
「
産

後
手
伝
っ
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
」
二
三
・
六
％
、

「
出
産
費
用
が
高
い
」
　
一
五
・
二
％
、
「
子
ど
も
の
出

生
届
け
や
国
籍
取
得
等
の
手
続
き
が
わ
か
ら
な
い
」

一
二
・
五
％
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る

（
表
－
６
）
。

　
子
育
て
上
の
不
安
や
困
っ
て
い
る
こ
と
と
し
て
は
、

「
進
学
さ
せ
た
い
が
教
育
費
が
高
く
て
無
理
」
九
・

八
％
、
「
子
ど
も
が
母
国
の
こ
と
を
知
ら
な
い
」
八
・

八
％
、
「
家
で
子
ど
も
が
日
本
語
で
話
す
が
内
容
が

わ
か
ら
な
い
」
五
・
四
％
他
が
あ
る
（
表
－
７
）
。

　
以
上
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
に
関
わ
る
悩
み
と
し

て
、
言
葉
の
問
題
と
と
も
に
、
文
化
や
生
活
習
慣
の

違
い
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
、
経
済
的
な
困
難
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑥
ｌ
「
ふ
く
し
」
の
問
題
‐
相
談
・
情
報
等

　
日
本
の
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
「
物
価
が
高

い
」
六
〇
・
三
％
、
「
収
入
が
少
な
く
生
活
が
不
安

定
」
二
七
・
五
％
、
「
行
政
の
広
報
や
回
覧
板
が
日

本
語
だ
け
で
内
容
が
わ
か
ら
な
い
」
二
六
・
九
％
、

他
で
あ
る
（
表
－
８
）
。

　
困
っ
た
時
の
相
談
相
手
は
「
家
族
・
親
族
」
五
万

七
％
、
「
同
じ
国
の
仲
間
」
三
九
・
一
％
、
「
外
国
人

支
援
を
し
て
い
る
民
間
団
体
の
相
談
員
」
二
一
・
八

％
、
「
職
場
の
同
国
人
」
】
五
・
七
％
、
「
教
会
等
宗

教
活
動
で
係
わ
っ
て
い
る
人
」
　
一
四
・
六
％
、
「
職

場
の
日
本
人
」
　
一
四
・
二
％
、
「
近
隣
の
日
本
人
」

一
〇
・
七
％
が
主
な
と
こ
ろ
で
あ
る
（
表
｜
９
）
。

　
公
的
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
等
の
情
報
の
入
手
先
は
、

て上の不安な点や困っている点（複数回答、205人＝100％）子育表－７
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特
集
・
外
国
人
に
開
か
れ
た
都
市
を
目
指
し
て
①
外
国
人
と
の
共
生
を
目
指
し
て

　
以
上
、
「
こ
と
ば
」
「
は
た
ら
く
こ
と
」
「
す
ま
い
」

「
か
ら
だ
」
「
こ
ど
も
」
「
ふ
く
し
」
の
各
領
域
か
ら
、

在
住
外
国
人
を
取
り
巻
く
生
活
状
況
及
び
問
題
を
み

て
き
た
。
抽
出
さ
れ
た
問
題
は
、
①
情
報
の
問
題
、

②
社
会
制
度
の
問
題
、
③
差
別
・
偏
見
の
問
題
、
と

も
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
の
問
題
は
次
の

問
題
へ
と
密
接
に
つ
な
が
り
連
鎖
し
て
い
る
。
そ
の

状
況
や
生
活
し
づ
ら
さ
は
、
ま
さ
に
「
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
を
脅
か
す
も
の
と
と
ら
え
ら
れ
る
。

　
本
委
員
会
は
こ
の
調
査
を
ふ
ま
え
、
『
提
言
』
と

し
て
県
域
－
市
町
村
域
の
別
に
以
下
の
支
援
方
策
を

ま
と
め
た
。

　
市
町
村
域
に
お
け
る
も
の
と
し
て
は
八
項
目
が
示

さ
れ
た
。

　
１
　
相
談
窓
口
の
設
置

９●

表－８

在
住
外
国
人
生
活
支
援
方
策
及
び
今
後

の
課
題

「
同
国
の
友
人
」
二
四
・
八
％
が
多
い
。
次
い
で

「
役
所
広
報
（
日
本
語
）
」
　
一
一
　
・
九
％
、
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
　
一
〇
・
七
％
、
「
役
所
広
報
（
外
国
語
）
」

九
・
六
％
の
順
で
あ
る
（
表
－
1
0
）
。
情
報
の
収
集

源
は
比
較
的
限
ら
れ
て
お
り
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

専
門
家
の
か
か
わ
り
が
薄
い
こ
と
が
こ
こ
で
も
わ
か

る
。

　
認
知
度
は
「
国
民
健
康
保
険
の
加
入
」
二
九
・
〇

％
が
最
も
高
く
、
次
い
で
「
保
健
所
で
の
無
料
の
健

康
診
断
」
二
〇
・
九
％
、
「
保
育
園
の
入
所
」
一
四
・

三
％
、
「
労
災
保
険
」
　
一
四
・
〇
％
で
あ
る
。
利
用

し
た
こ
と
の
あ
る
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
も
ほ
ぼ
同
じ
傾

向
で
あ
る
が
、
利
用
は
少
な
い
（
表
｜
１
１
）
。
そ
の

よ
う
な
状
況
の
一
方
、
「
保
健
所
で
の
健
康
診
断
」

三
三
・
一
％
、
「
各
種
生
活
情
報
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

三
一
・
三
％
、
「
役
所
広
報
紙
の
翻
訳
版
」
二
六
・

六
％
、
「
役
所
等
の
手
続
き
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー
」
　
一
八
・
八
％
、
「
通
訳
の
派
遣
制
度
」
一
六
・

七
％
の
利
用
希
望
が
あ
る
（
表
－
1
2
）
。
ま
だ
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
定
着
し
て
い
な
い
も
の
も
、
整
備
が
待

た
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

その他、日本での生活で困っていること（複数回答、335人＝100％）

表－10　制度･サービス等の情報入手先 表－9　困った時の相談相手（複数回答、261人＝100％）
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２
　
日
本
語
・
日
本
文
化
教
室
の
開
設

　
３
地
域
交
流
・
生
活
支
援
の
促
進

　
４
　
当
事
者
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

　
５
　
社
会
福
祉
施
設
で
の
取
組
支
援

　
６
　
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

　
７
　
保
健
・
衛
生
分
野
で
の
取
組

　
８
　
情
報
提
供
の
仕
組
み

　
県
域
に
お
い
て
は
、
市
町
村
域
を
後
方
支
援
す
る

役
割
を
基
本
に
、
二
つ
の
事
項
が
示
さ
れ
た
。

　
１
　
人
材
の
養
成

　
　
①
福
祉
従
事
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
へ
の
研
修

　
　
②
外
国
人
生
活
相
談
員
の
養
成

　
２
　
民
間
活
動
の
支
援

　
　
①
活
動
拠
点
の
整
備

　
　
②
活
動
助
成
の
充
実

　
　
③
活
動
支
援
の
た
め
の
情
報
整
備
等

　
付
け
加
え
る
と
、
こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
機
能
は
、

県
域
セ
ン
タ
ー
を
も
っ
て
発
揮
さ
れ
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
て
い
る
。

　
地
域
づ
く
り
に
民
間
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
は
欠
か
せ
な
い
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
、
民
生
委
員
、
社
協
、
専
門
機
関
を
は
じ
め
と
し

た
各
地
域
福
祉
推
進
主
体
の
役
割
分
担
、
連
携
も
当

然
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　
神
奈
川
県
社
協
は
、
以
上
へ
の
取
り
組
み
の
は
じ

め
に
、
一
九
九
五
年
『
在
住
外
国
人
生
活
支
援
活
動

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
』
を
定
期
的
に
開
催
し
た
。
こ

こ
で
活
発
に
交
わ
さ
れ
た
意
見
や
情
報
は
、
着
実
に

神
奈
川
に
お
け
る
地
域
福
祉
実
践
の
礎
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
一
層
広
め
る
と
共
に
、

住
民
の
生
活
に
近
い
と
こ
ろ
で
の
事
業
・
活
動
展
開
、

そ
め
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
最
後
に
調
査
で
寄
せ
ら
れ
た
自
由
記
述
か
ら
、
い

く
つ
か
の
声
を
伝
え
た
い
。

　
私
た
ち
が
経
験
し
て
い
る
の
は
人
種
差
別
で
す
。

一
生
懸
命
働
い
て
も
認
め
て
も
ら
え
な
い
。
人
間
な

の
に
動
物
の
よ
う
に
扱
わ
れ
本
当
に
疲
れ
て
い
る
。

チ
ャ
ン
ス
さ
え
あ
れ
ば
教
育
を
受
け
、
技
術
を
習
得

し
、
豊
か
な
知
識
を
得
ら
れ
る
と
証
明
で
き
る
の
に
。

私
た
ち
の
国
が
発
展
途
上
に
あ
る
こ
と
、
マ
ル
コ
ス
、

政
権
か
ら
回
復
で
き
て
い
な
い
こ
と
、
私
た
ち

を
理
解
し
て
ほ
し
い
。
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）

　
精
神
的
負
担
が
最
も
大
き
い
。
日
本
語
で
正

確
に
表
現
で
き
な
い
時
、
日
本
人
と
行
動
が
異

な
る
時
、
皆
に
指
摘
さ
れ
議
論
に
な
る
。
日
本

の
礼
儀
作
法
も
知
ら
な
い
の
で
、
人
と
交
流
す

る
時
、
非
常
に
残
念
に
思
う
。
（
中
国
）

　
二
人
の
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る

の
に
部
屋
が
狭
い
。
近
所
の
人
に
悪
い
言
葉
を

か
け
ら
れ
た
り
、
い
た
ず
ら
電
話
、
も
の
が
盗

ま
れ
る
な
ど
が
あ
る
。
引
っ
越
し
た
い
が
う
ま

く
み
つ
け
ら
れ
な
い
。
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
）

　
子
ど
も
の
通
う
学
校
の
連
絡
は
漢
字
で
書
か

れ
て
お
り
読
め
な
い
。
私
は
子
ど
も
の
要
求
に

対
応
で
き
ず
困
っ
て
い
る
。
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）

　
病
院
の
費
用
が
非
常
に
高
い
。
住
居
を
探
す

の
が
非
常
に
困
難
、
差
別
を
感
じ
る
。
友
だ
ち

も
つ
く
り
に
く
い
。
（
ア
メ
リ
カ
）

　
可
能
な
ら
、
各
外
国
人
支
援
組
織
と
日
本
に

住
む
外
国
人
が
会
議
を
も
ち
、
よ
り
よ
い
社
会

を
築
く
た
め
に
話
し
合
い
た
い
。
（
ブ
ラ
ジ
ル
）

　
二
十
一
世
紀
を
前
に
「
多
民
族
共
生
社
会
」

構
築
へ
の
課
題
が
迫
っ
て
い
る
。
情
報
提
供
体

公的制度･サービスの認知度・利用割合表－11

制
の
整
備
、
制
度
の
改
善
、
差
別
の
撤
廃
に
向
け
て
、

個
々
の
支
援
や
活
動
は
徐
々
に
広
が
っ
て
い
る
。
そ

れ
ら
を
ま
ず
市
町
村
域
で
つ
な
げ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

Λ
社
会
福
祉
法
人
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
総
務

企
画
部
企
画
課
Ｖ

表－12　公的制度・サービスの利用希望
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